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1903年創業（創業123年）。東北を中心に生活基盤を支える地域密着型の総合商社。全国及び海外に約100拠点

カメイとは？
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事業展開する地域社会に密着した広範な商材・サービスが提供可能。B to BとB to C 双方を展開

幅広い事業フィールド：地域社会に密着したサービス・ソリューションを展開

˴
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事業エリア：全国（東日本中心）＋米国・アジア

国内は東北全域と関東を中心に全国、海外は北米・アジア（シンガポール・ベトナム等）で展開

⁯

V
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02 2026年3月期
決算概要
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2026年3月期 決算のポイント：増収増益 過去最高益を更新

‰ ʿ  583,078 ˢד ṍ  ˴1.5%ˣṍ ʿ   99.5% ᵃẠΩ‰   3sṍ ˣ

ְỘ ʿ    16,975׃ ˢד ṍ  ˴6.7%ˣṍ ʿ 108.1% ᵃẠΩ‰   5sṍ ˣ

事業動向

売 上 高：自動車関連セグメント、食料セグメントの売上高伸長が寄与し、増収を達成

営業利益：エネルギーセグメントは中東情勢悪化で原油価格が急騰、供給先行き不安の発生により石油販売等が増益

自動車関連セグメント、食料セグメントも増益

海外・貿易セグメント、ファーマシーセグメントは減益

トピックス

【増配】期末配当を65円/ 株へ増配し、年間配当は115円/ 株（11期連続増配）

【株主優待】2026年3月時点で100株以上保有する株主様向けに新設（P.22参照）

【新規事業①】次世代アグリ事業をスタート（P.36参照）

【新規事業②】百年ソーラー東北事業をスタート（P.36参照）
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売上高583,078百万円（前期比＋1.5%）、営業利益16,975百万円（前期比＋6.7％）

収益性も改善（営業利益率2.8%⇒2.9%、経常利益率3.1%⇒3.2%）

2026年3月期 業績ハイライト: 売上高、利益ともに過去最高を更新

2025 3Ὦṍ

ˢ̋ˣ

ṍ
ˢ2025 5Ὦ῝ ˣ

2026 3Ὦṍ

ˢ̋ˣ

ṍ

ˢ̋ˣ

Ỳᶛ₯Ӱ ṍ

ˢ̋ˣ

ˢ ӡʿ ˣד

‰ 574,281 ˵ 586,300 583,078 ˵ +1.5 +8,797 ̚0.5

׃ 93,037 16.2 ˵ 99,877 17.1 +7.4 +6,840 ˵

ẉ

ԁ Ḛ
77,125 13.4 ˵ 82,901 14.2 +7.5 +5,776 ˵

ְỘ ׃ 15,912 2.8 15,710 16,975 2.9 +6.7 +1,063 +8.1

Ὂ ׃ 17,746 3.1 16,950 18,655 3.2 +5.1 +909 +10.1

ᵓּזᶴ︠ ṑ

ṍ ׃
10,690 1.9 11,000 11,900 2.0 +11.3 +1,210 +8.2



̚8.27
̚0.80

̚3.32
̚4.68
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エネルギー、食料、自動車関連セグメントが増益。海外・貿易、ファーマシーセグメントが減益。

2026年3月期 営業利益の増減要因（前期比）

2025 3Ὦṍ

159.12ᴑד

ˢ ӡʿᴑדˣ
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Ὧ   ᴥ



12© KAMEI CORPORATION.

各報告セグメントの動向：売上高、利益ともに過去最高を更新

** ׃ ﬞ ᶛΏ* ṐṀ ֫ Ộ ▀ Ộ 

2025 3Ὦṍ
2026 3Ὦṍ

ṍ ṍ ԍˢ̎ṍ ḯ ˣ
ṍ ם

›ὓ
‰ 574,281 586,300 583,078 +8,797 ̚3,222 ︠ ꜛ ḩכּ ᵃẠΩ‰  

ꜛ ḩכּ ԏ ᵃẠΩ‰ **׃  15,912 15,710 16,975 +1,063 +1,265

‰ 282,681 285,200 279,608 ̚3,073 ̚5,592 ṓᴛ ‰ ӱ ᾚ
ӂᴟ ᾖ ᴣᶊ ẍ ằẚ “ ӗ **׃׃ 5,843 ˵ 7,456 +1,613 ˵

‰ 36,679 38,600 39,141 +2,462 +541 ⁴ ▀ ◕ệ‰ ‰

Ṝ ᴣᶊᵠ ῟ᴮ ׃ ᵠ׃** 85 ˵ 671 +586 ˵

ὺ ḩ
‰ 48,031 48,700 48,376 +345 ̚324 ₃ῬⱧ ‰ ὸ ӱ ṍ

Ὂ ׃ ᾚ׃׃** 1,413 ˵ 1,248 ̚165 ˵

ꜛ ḩכּ
‰ 73,584 78,000 80,258 +6,674 +2,258

כּ ᴥ ⱧỘ Ῠ ׃
**׃ 4,547 ˵ 4,982 +435 ˵

ᵤᵰ Ӭ
‰ 89,948 89,100 91,164 +1,216 +2,064 Ṍ ז3ּ Ὣ◓ᵓּזᴟ ẉ ⁯ ‰

⁯ḩ ├ ֲố ᾚ׃׃** 4,986 ˵ 4,159 ̚827 ˵

ḩ
‰ 14,311 16,000 14,475 +164 ̚1,525

‰ ᵕ Ὂ ᾚ׃
**׃ 204 ˵ 124 ̚80 ˵

‰ 19,861 20,700 20,395 +534 ̚305 ᴂ ᴣ

Ὧ Ὂ ׃ ᾚ׃׃** 244 ˵ ̚88 ̚332 ˵

̎
‰ 9,182 10,000 9,658 +476 ̚342

ᶆⱧỘ ᵵ ӱ ׃
**׃ 1,186 ˵ 1,489 +303 ˵

זּ ̚2,599 ˵ ̚3,067 ̚468 ˵ Ὧ   ᴥ

ӡʿ ד
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自動車事業の売掛金の回収などにより、売上債権は前期末から減少

有形固定資産は海外・貿易事業の店舗新改築、新規連結子会社の編入により増加

有利子負債は返済が進み減少

貸借対照表：売上債権、有利子負債が減少 自己資本比率は49.3％→52.4％へ上昇

Ɫ▀ № Ɫ▀

ˢ ӡʿ ˣד 2025 3Ὦ 2026 3Ὦ ṍ ᾚ

Ɫ▀ 187,829 188,244 +415

ᾝỲẉ Ỳ 62,262 68,571 +6,309

︡︣Ἱ ᶝỲ

ẉ Ἰ Ɫ▀
76,035 70,286 ̚5,749

ẉ 32,007 33,360 +1,353

ᾧ Ɫ▀ 132,881 142,816 +9,935

Ἱᾧ Ɫ▀ 98,193 106,227 +8,034

Ἱᾧ Ɫ▀ 5,977 4,870 ̚1,107

Ɫ Ɫ▀ 28,710 31,717 +3,007

Ɫ▀›ὓ 320,710 331,061 +10,351

ˢ ӡʿ ˣד 2025 3Ὦ 2026 3Ὦ ṍ ᾚ

№ 122,319 116,310 ̚6,009

◦ ︣Ἱẉ ᶝỲ 56,843 54,741 ̚2,102

ṍּס Ỳ 37,690 32,611 ̚5,079

ᾧ № 31,927 36,402 +4,475

ṍּס Ỳ 5,499 4,384 ̚1,115

Ɫ▀ 166,463 178,348 +11,885

ᶴ︠Ɫ 139,839 152,809 +12,970

ᶧ ׃ ὓᶛ 18,280 20,736 +2,456

№ Ɫ▀›ὓ 320,710 331,061 +10,351
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キャッシュ・フロー計算書

ˢ ӡʿ ˣד 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ ᾚ ︠ ԍ

ᾝỲẉ ᾝỲ ṍ ▪‰ 50,864 56,177 +5,313

ְỘᶨ 38,362 29,690 ̚8,672
Å ṍ ṍ ꜛ כּ №ᾂ▪‰

₈ṍ ᴟ ᵕ ᾚ

Ɫᶨ ̚13,616 ̚13,101 +515
Å ᾧ Ɫ▀ ṍ Ỳ ◦

Å Ɫ ᴣ ὴ Ẁ

24,746 16,589 ̚8,157

∞ ᶨ ̚21,272 ̚14,389 +6,883
Åּס Ỳ ↄᶛ ᾚ

Å ṍꜛᾪᶴ꜠ ︡ ₯ 5s4.7ᴑדˣ

ᾝỲẉ ᾝỲ ṍ ▪‰ 56,177 58,900 +2,723
Å Ὣ Ӥ   ᾚᶛ4s.57ᴑדˣ

ḯ

有利子負債の返済や定期預金の増加等があったものの、営業キャッシュフローの増加、投資有価証券の売却

などにより、現金等の残高は期初対比で2,723百万円増加
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業績推移（売上高・営業利益・総資産・ROE・ROA）

売上高(百万円） 営業利益(百万円,%）

総資産(百万円） ROEとROA(%）

405,332 
482,557 

551,245 572,233 574,281 583,078 

2021 3Ὦṍ 2022 3Ὦṍ 2023 3Ὦṍ 2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ

256,486 
285,947 

307,556 
324,610 320,710 331,061 

2021 3Ὦṍ 2022 3Ὦṍ 2023 3Ὦṍ 2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ

11,504 12,648 
15,619 15,671 

15,912 16,975 

2.8
2.6

2.8 2.7 2.8 2.9

2021 3Ὦṍ 2022 3Ὦṍ 2023 3Ὦṍ 2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ

ְỘ ׃ ְỘ ׃

3.1 3.1 2.9 3.2 3.3 3.7 

7.1 7.1 
6.5 

7.0 6.9 7.2 

2021 3Ὦṍ 2022 3Ὦṍ 2023 3Ὦṍ 2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ

ROA

ROE

Ɫ ῟ ᵠ ᴿ

ᴴ

ֲố
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03 2027年3月期
通期見通し
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2027年3月期 上期の見通し

2026 3Ὦṍ 2027 3Ὦṍ ṍ Ỳᶛ₯Ӱ

ˢ ӡʿ ˣד ˢ̋ˣ ˢ̋ˣ ˢ̋ˣ

‰ 268,309 ˵ 278,200 ˵ ˴3.7 +9,891

ְỘ ׃ 7,111 2.7 7,180 2.6 ˴1.0 + 69

Ὂ ׃ 7,681 2.9 7,880 2.8 ˴2.6 + 199

ᵓּזᶴ︠ ṑ

ṍ ׃
4,746 1.8 4,780 1.7 ˴0.7 + 34

上期は、増収（前期比 ＋3.7%）増益（前期比 ＋1.0%）を見込む

エネルギーが売上高・利益ともに業績をけん引する見込み

利益率は悪化の見込みだが、原油価格高騰による影響を除くと、前年並みの利益率を維持

β ᴟ › ᵫꜘ
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2027年3月期 通期の見通し

2026 3Ὦṍ 2027 3Ὦṍ ṍ Ỳᶛ₯Ӱ

ˢ ӡʿ ˣד ˢ̋ˣ ˢ̋ˣ ˢ̋ˣ

‰ 583,078 ˵ 615,000 ˵ ˴5.5 +31,922

ְỘ ׃ 16,975 2.9 15,700 2.6 ̚7.5 ̚1,275

Ὂ ׃ 18,655 3.2 17,500 2.8 ̚6.2 ̚1,155

ᵓּזᶴ︠ ṑ

ṍ ׃
11,900 2.0 11,000 1.8 ̚7.6 ̚900

通期は、増収（前期比 ＋5.5%）減益（前期比 △7.5%）を見込む

イラン情勢の不透明感等により、エネルギーは増収確保も減益を予想

利益率は、前年下期の高収益の反動により、当期は若干低下する見込み

β ᴟ › ᵫꜘ
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2027年3月期 各報告セグメント売上高見通し

* ṐṀ ֫ Ộ ▀ Ộ 

ˢ ӡʿ ˣד
2026 3Ὦṍ

ˢם ˣ

2027 3Ὦṍ

ˢᾋ ˣ
ṍ  ˢ%ˣ ԍ

279,608 299,500 ˴7.1
  ԍ ᾚ ᾖ ᴣᶊ‰ ᴣ

ᾋ₅ Ỳ Ὃ

39,141 38,600 ̚1.4
ᴣᶊ ᴩ ԁ ⁴ ᴣᶊᴞ

ᾚ ᾋ

ὺ ḩ 48,376 56,000 ˴15.8 ῬⱧ ᵕ ᵕṑ

ꜛ ḩכּ 80,258 83,600 ˴4.2
כּ ὸ ᾋ₅ ֲố ♪

ⱧỘ Ῠ ᾋ₅

ᵤᵰ Ӭ 91,164 92,500 ˴1.5
ᾕ ӗṁד Ӯ ֲố Ῠ ԁ

⁯ḩ ├ Ộ ֲố ₈ṍ

ḩ 14,475 14,800 ˴2.2 Ὓה ‰ ὸ ᾋ

20,395 20,000 ̚1.9 ⱧỘ Ừ ᴟˢל ⅜▄ ˣ ᴂ ᾚ ᾋ₅

̎ 9,658 10,000 ˴3.5 ᾚ ԍ
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2027年3月期 通期業績予想のポイント

報告セグメント利益の見通し：エネルギーは不透明なイラン情勢を背景に通期減益予想。

為替の前提条件 1ドル＝１５５円（前期は 1ドル＝１５０円）

原油価格の前提条件 ドバイ原油＝１００ドル／bbl （前期は ７２ドル／bbl ）

増配を予定：年間 １３０円（中間 ６５円＋期末 ６５円）（予定）

上期：イラン情勢が引き続き不透明なことによる供給不安定

下期：原油高騰、円安が引き起こすインフレによる需要減退 をベースとした予想

⁮ ᴣ ⁮ ᴣ

̚ ṍ ὸ ᴞṍ ᾚ׃ ᵤᵰ Ӭ ̚ ⁯ḩ ├ ׃ ᴞ

̚ ⁴ ◕ệӂᴟ ᾚ ḩ ̚ Ὂ ᾚ׃ᾋ

ὺ ḩ ̓ ‰ᵕ ׃ ̚ ׃ ᵠ ΰ ⱧỘ  ᵠᶗ Ὃ

ꜛ ḩכּ ̓ כּ Ặ Ῠ Ӳⱱ ̓ ᶆⱧỘ ᵵ



①「累進配当」と、②「配当性向30％目安から段階的に40％目安への引き上げ」を基本とする

2027年3月期：年間130円/ 株（中間配当65円、期末配当65円）の予定 （12期連続増配の見込み）
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株主還元方針

配当およびEPSの推移（単位：円・％）

7.5 7.5 10.0 12.5 12.5 15.0 15.0 17.5 18.5 22.0 28.0 

50.0 

7.5 10.0 12.5 12.5 15.0 15.0 17.5 18.5 22.0 
26.0 

45.0 

65.0 

15.0 17.5 
22.5 25.0 27.5 30.0 32.5 36.0 40.5 

48.0 

73.0 
13.0

6.3

9.6

12.8
14.0 14.9 13.9 14.2

15.9 16.0

21.5

29.6

36.2

2015 3Ὦ 2016 3Ὦ 2017 3Ὦ 2018 3Ὦ 2019 3Ὦ 2020 3Ὦ 2021 3Ὦ 2022 3Ὦ 2023 3Ὦ 2024 3Ὦ 2025 3Ὦ 2026 3Ὦ 2027 3Ὦ 2028 3Ὦ 2029 3Ὦ

ṍ ˢדˣ

ḧ ˢדˣ

ΰˢ̋ˣ

ḧ

ṍ115.0
( )

40̋ ӗˢ ᵬ ˣ

65.0
( )

130.0
( )

( )

65.0
( )

EPS2015/3ṍ 2016/3ṍ 2017/3ṍ 2018/3ṍ 2019/3ṍ 2020/3ṍ 2021/3ṍ 2022/3ṍ 2023/3ṍ 2024/3ṍ 2025/3ṍ 2026/3ṍ 2027/3ṍ 2028 3Ὦ 2029 3Ὦ

115 276 233 195 196 201 233 253 254 300 326 388 359 - -
( )
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株主優待制度の導入

【宮城県産品を中心とした地元特産品】
（写真はイメージです）

・株主優待の内容

保有株式数に応じ当社オリジナルQUOカード or カタログギフト進呈

（カタログギフトは宮城県の特産品や寄付等から選択）

ᶴ꜠

100ᶴӟ  300ᶴ
ד500

QUO

300ᶴӟ  500ᶴ
ד3,000

 or QUO

500ᶴӟ  1,000ᶴ
ד5,000

 or QUO

1,000ᶴӟ
ד10,000

 or QUO

より多くの皆様に中長期的に当社株式を保有していただくことを目的として、株主優待制度を導入

（※）毎年3月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主様が対象。
但し、初回基準日（2026年3月31日現在）の株主名簿に記載又は記録された100株以上の株式を保有する株主様は、初回に限り保有期間にかかわらず対象とする。

・対象となる株主様

当社株式を100株以上、1年以上継続して保有されている株主様（※）
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04 当社の経営方針

と経営戦略
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長期経営方針（長期ビジョン/ ありたい姿）

ӽ ∕

ӽ ᶨ ḼỘ ₈ῇ ӽ ᵧ ∕

ᵓזּ › זּ ᴣ Ẑ ằ

ӽ Ω Ṁ ᴟ ὣ Ⱳ ᴣ ˹ ằ

︠ ᾋ ᴥᴣ

ל

ằ

01

Purpose

02

Mission

03

Value ם “

ʿ

˴ ớ

ᶨ ᾖ ᴣ ᵫ

˹
ẁ

ḿ



⅜▄ › ♪ ⱧỘ   

25© KAMEI CORPORATION.

長期経営方針（長期ビジョン/ ありたい姿）の基本戦略
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長期経営方針（長期ビジョン/ ありたい姿）の基本戦略
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長期プラン：主力事業のエネルギー、建設関連、自動車関連、海外・貿易＋食料を強化

事業特性と地域事情のバランスをとりながら、中長期的観点から事業を発展・拡大
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グループ事業の将来像 ～2035年に向けて
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長期経営方針（ありたい姿）：営業利益200億円の達成へ

増収増益の業績トレンドを踏まえ、更なる利益の追求。営業利益200億円の達成へ

具体的には以下の実現プロセスをイメージ

 ①既存事業の伸長と筋肉質化で生み出したキャッシュを人的資本投資、新規・成長投資へ

 ②新規・成長事業の取り込み
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キャッシュフローアロケーション （実績） 

配当金の推移（単位：円）

2021-2023年度 ： 内部留保を確保すると共に、維持投資とM＆Aを主とした新規投資にキャッシュを配分

2024年度 ： 売上債権の回収により営業CF増加、自己株取得を含めた株主還元と債務返済に振り向け

2025年度 ： 政策保有株式の縮減に伴うキャッシュイン等を原資に、株主還元（配当）を強化
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2026-2028年度 ： 営業CFと株式売却によるキャッシュを原資に、新規投資を加速。

  株主還元にも積極的に配分。

キャッシュフローアロケーション （3カ年戦略）
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05 戦略の進捗状況

とトピックス
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海外・貿易事業セグメントの成長戦略： 海外での日本食品の拡販
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新規事業 ： 2026年度以降、新規事業に200億円規模の投資を予定

2026 2027 2028 2029 2030 2031

25

טּ

ᶍ
᷊ᴻḛḁ

ḅᴻḱᴻ

ᶷ᷅Ḳ
֩ᶷḁḙḱ᷁ḁ ֪

ӡ
᷅ḳᴻḟ

ḁḐḴᴻḀᴴ טּ

Ӣ
ᶹḻḝḱ טּ  

ӣ
ḅḲḭᴻ᷿ḯḻ

Ӥ ḲḎᴻḳDXḅḲḭᴻ᷿ḯḻ

ӥ לּנּ ᶷ᷅ḲḛḀḕḁ

Ӧ לּ ᴴḦḕḀḩḻḐ

ӧ
ᶽḕḳ᷃ᴻ טּ
ḅḲḭᴻ᷿ḯḻ

Ө
+

ḗᶹḞḲḋḑ

ө
᷅ḳᴻḟִי ḏᴻḇ
ḟḱḋḐḝᶾᴻḨ

ḟḴḁḲḲᴻḁ ᶞ

ḟḴḁḲḲᴻḁ ᶞ

ḟḴḁḲḲᴻḁ ᶞ

֩ ᴴ ֪



35© KAMEI CORPORATION.

新規事業：2025年度は、新規事業を4件スタート
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06 資本コストや

株価を意識した経営

の実現に向けた対応
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© KAMEI CORPORATION.

資本コストや株価を意識した経営： ROE８％以上へ引き上げが課題

過去10年のM&A 積極化もあり、営業利益や営業CFは順調に増加傾向

ROEは近年、6.5~7.2%のレンジで停滞し、直近の株主資本コスト8%程度（CAPM ベース）を下回る

資本効率の向上を図り、ROE８％以上を当面の目標とする

決算説明会や長期経営方針等の開示を通してIR活動を強化
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株価を意識した経営と、ROICツリーの活用
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意識した経営
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株価（8037：カメイ株式会社）の推移

© KAMEI CORPORATION.

株価（青線）は業績成長に伴い、10年間で2倍超の上昇

PBR（赤線）は改善傾向であるが、直近は0.6倍程度で推移
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役員報酬に譲渡制限付株式報酬制度を導入

2026年６月26日開催予定の当社定時株主総会に、譲渡制限付株式報酬制度の導入を付議

取締役・監査役（社外役員含む）に、当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与え、

株主の皆様との一層の価値共有を進めることを目的とする

41© KAMEI CORPORATION.

当社グループのガバナンスについて
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① 会社概要
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数字で見るカメイグループ（2026年3月末現在）
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日本近代化の歴史の中で、東北地方の成長・発展と共に歩み続けてきた会社

沿革＝事業発展の歴史
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時代の変遷と共に変化するお客様が求める日常サービス・製品をタイムリーに提供していくことで、

サービス・製品提供力を強化し、事業を拡大。結果的に多様な事業で「地域ドミナントを実現」する

ビジネスモデル①：生活を支える多様な商品・サービスを地域社会に提供
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ビジネスモデル②：多彩な事業を時代のニーズに応じて展開

時代のニーズに応じて、次々に商材を開拓、持続的成長を実現
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② 財務指標に見る
当社成長の軌跡

© KAMEI CORPORATION. 48



504,244 

583,078 

6,912 

16,975 

2005/3 2006/3 2007/3 2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

‰

ְỘ ׃

1.4%

1.4%

2.9%
ְỘ ׃

♪ ὊְᵃẠ20 ~10 ᵃẠ10 M&A Ɫ ếᴟ ṁ׃ ᾕᴟ

49

売上高・営業利益・営業利益率の推移（過去20年）

© KAMEI CORPORATION.

過去20年、時代に合わせた事業ポートフォリオの変革で収益性は強化

2015年3月期~ M&A や投資を積極化で利益重視へ転換、事業構成の多様化・利益成長へ

2021年3月期~ 利益基盤の多元化による成長が加速、稼ぐ力が次のステージへ
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M&Aזּ ṟ ⱧỘ ᶗ ‟ᾅ

M&A などにより「事業ポートフォリオの変革」は着実に進展
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時代のニーズに合わせて事業ポートフォリオを変革させながらも、増収増益基調で拡大発展

脱石油依存が進展し、事業構成を多様化しながら増収、セグメント利益は大幅に増加

売上高・セグメント利益比較：「利益基盤の多元化と成長」が進んでいる
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セグメント利益＊構成比（％） セグメント利益＊推移（百万円）

© KAMEI CORPORATION.

セグメント利益の推移：「利益基盤の多元化」が利益創出力を押し上げ

利益基盤が多元化し、結果としてセグメント利益の増加に貢献している

事業構造の多様化・利益成長に、M&A による新規事業への参入と既存事業の体質強化の双方が寄与
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決算実績（売上高・営業利益・当期純利益）と配当性向の推移

2026年3月期は、売上高・営業利益・当期純利益共に過去最高を更新

安定配当と増配方針を継続、12期連続増配見込み
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③ 各セグメント
について
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各報告セグメントの概要
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本社とグループ会社で7つの報告セグメントを構成
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各セグメントの概要① エネルギー

三陸地方漁船への燃料供給、1908年の旧日本石油の販売代理店から本格スタートした祖業。当社事業の中核

全社売上の約5割、セグメント利益の約4割（2026年3月期）

石油製品・LPガス販売、ガソリンスタンド運営が主体だが、太陽光発電、バイオディーゼル燃料提供も展開

㈱設備センター (仙台市)の株式を取得（2025年2月）、末広ガス㈱ (前橋市)の株式を取得（同 8月）

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要② 食料

1933年に麒麟麦酒（キリンビール）の特約販売店となり事業拡大

コカ・コーラ社より、南東北のボトリング事業の権利を取得し、営業展開（2015年まで）

酒類や農畜産品等の卸販売から、近年では高齢者施設への食事提供サービス、地域特産品の企画・開発中心の

ふるさと納税事業や外食事業にも進出。食品加工メーカーや製菓材料輸入のＭ＆Ａも

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要③ 建設関連

住宅設備機器の卸売販売からスタート（旧セグメント名は、「住宅関連」）

個人向け事業から法人向け事業へと発展。

住宅資材・設備から建設資材へと対象商品が、そして資材販売から工事請負へと事業内容が変遷

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要④ 自動車関連

1932年（第二次世界大戦前）の米フォード車の輸入・販売からスタートした祖業の一つ

自動車販売（国産・輸入）だけでなく、レンタカー、カーリース等も展開

東北・北海道中心に自動車ビジネスネットワークを展開

売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要⑤ 海外・貿易

1973年の米国現法設立からスタート。成長市場の北米・東南アジアで、商社機能（調達・仲介・販路）を拡大

日本製品の輸出入と海外リテール事業強化（スーパーマーケット等）の両面で事業展開

近年は積極的なM&A が奏功

北米事業強化に向け、子会社3社を北米現地法人であるKamei North America の傘下に統合・再編
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北米事業強化に向けたグループ再編（2025年4月～）

国内貿易会社である <<KC セントラル貿易>> の北米グループ３社を、

北米現地法人である <<Kamei North America>> の傘下に統合・再編し、連結子会社化
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売上高とセグメント利益(率)の推移 (百万円）
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各セグメントの概要⑥ ファーマシー

2000年4月に調剤薬局事業を宮城県気仙沼市で開始

M&A を駆使し、関東・近畿・東海圏へ進出。直営57店舗、グループ56店舗の計113店舗を運営(2026年3月末)

かかりつけ薬局機能、健康イベントの実施を通じ、地域を包括するトータルヘルスケアを推進
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ペット関連(百万円） その他(百万円）
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各セグメントの概要⑦ ペット関連、その他

ペット関連は国内ブランド取り扱いの他、PB商品の開発・販売拡大を積極化

その他、東北を中心に地域インフラを支える物流機能を所有。各種事業・各部門との連携が進む
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④ 非財務的価値
への取組み
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人材戦略：変化への対応を支える組織体質と人的資本の尊重

事業ポートフォリオの変化は、時代や顧客ニーズの変化に合わせ柔軟に対応してきた当社の軌跡

長期経営方針（ポートフォリオ変革の継続強化、新規事業・成長分野への積極投資など）の実現に向け、

  更なる変革が求められる
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地域社会貢献・発展への「想い」 ～文化・教育～

地域社会との交流を深め、地域の社会活動への参加などを通じて、広く社会貢献に努める

社会教育の振興・社会福祉の向上を目的とし、公益財団法人を設立、長年にわたる助成支援により貢献
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地域社会貢献・発展への「想い」 ～環境・スポーツ振興～

近年では環境貢献などを意識し、より広いフィールドでの社会貢献活動を実施

スポーツイベントや文化イベントにも協賛・参加、今後も地域の社会活動を支えていく
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